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１．本マニュアルの目的

救急対応や119番通報が必要な場合において、その手順や必要な知識を職員間
で共有し、 円滑な対応により利用者様や職員の生命、身体の安全を確保する。

２．緊急対応時の手順

（１）緊急対応が必要な場合
サービス提供時に発生した、利用者様の病気やケガ、生命の危険等が発生し
ている場合

（２）緊急対応のための事前準備
万が一の場合に備え、利用者様の疾患情報を全職員が把握しておくこと。
契約時に記載していただく「自己紹介カード」や、チャットワーク等で共
有される病名・症状・アレルギーの有無を、全職員が把握しておくこと。
特に、次頁の利用者様については緊急対応が必要になる可能性があるため、
常に留意しておくこと。

（３）緊急対応時の基本的な考え方

① 病気
・夏場（４～９月）は体温が３７．５度、冬場（１０～３月）は３７度を
超えている場合、保護者様に連絡し迎えに来てもらう。受診については
保護者様にご判断いた
だく。

・高熱等でぐったりしており、保護者様のお迎えを待つ時間が30分を超え
る、または保護者様と連絡がつかない場合は、管理者・児発管の判断で
病院に連れていき受診させる。同時に施設長や保護者様への連絡を行う。

②ケガ
・頭より上の打撲や出血の場合は、保護者様に連絡し迎えに来てもらう。
受診については保護者様にご判断いただく。

・上記の場合でケガの状態がひどい、ぐったりしている等の状態の場合で、
保護者様のお迎えを待つ時間が30分を超える、または保護者様と連絡が
つかない場合は、管理者・児発管の判断で病院に連れていき受診させる。
同時に施設長や保護者様への連絡を行う。

・頭より下のケガについては、応急処置を行った上で保護者様に連絡する。
迎えに来ていただくかどうかについては保護者様にご判断いただく。

③その他
・軽微な症状、ケガであっても、必ず管理者・児発管に報告する。管理
者・児発管は、施設長に報告する。
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氏 名 病 名 留意点

仲● 佳● ピーナツアレルギー

ワクワクデー等のおやつ
の成分を確認する

前● 柑● 熱性けいれん

37度以上の微熱の際もお
やつ等を控え、保護者に
電話連絡し病院受診を打
診する

藤● 隼● てんかん

てんかん発作の際は転倒
を防ぎながら寝かせ、発
作時間を時計等で計る。
１分以上継続したり、重
複発作が見らる場合は救
急車要請する

＊緊急対応が必要になる可能性がある利用者様（個人情報：高）
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＊緊急対応時の手順（フローチャート）

病気・ケガの発生!!

利用者様保護 関係者へ連絡

保護者様 管理者等

施設長

《翌日》

管理者・児発管は、午前中のうちに保護者様に連絡し、お見舞いと現状の確認をする
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３．119番対応時の手順
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参考資料①
心肺
停止

（人口呼吸）

（心臓マッサージ）
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参考資料②
心肺
停止

-6-



参考資料③ 誤嚥
窒息
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参考資料④
けいれん
てんかん
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参考資料⑤ 下痢
嘔吐
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